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新規熱電材料
汎用のアモルファス合金が熱電変換素子の
構造簡素化・低コスト化・多機能化を実現します！

持続可能なエネルギーリサイクル型社会の実現に向けて、熱エネルギー
の効率的利用が重要となっています。特に、工場や車から生じる廃熱や体
温などの未利用熱をエネルギー源として活用する発電デバイスや各種装置
で生じる熱の流れをリアルタイムで検出するセンサの材料として、熱電材料
の開発が求められています。
本技術は、新規な熱電材料に関するものです。従来型の熱電変換素
子は、高い熱起電力を得るために複雑な立体素子構造を採用しています。
一方で、ゼーベック効果とは異なる異常ネルンスト効果を適用すると、多様
な熱電素子の設計が可能になるため、今後の用途拡大が期待できます。
そこで、安価かつ環境調和性に優れるFeとSnを主原料とする汎用性の高
いアモルファス合金薄膜の異常ネルンスト効果を調べたところ、室温で最大
クラスの性能であることを見出しました。この薄膜は、様々な基材上に室温
で形成可能、かつ、磁性体特有の効果を用いてホール素子や磁場センサ
などのIoTデバイス[1-5]にも応用できることから、単体の熱電素子だけで
なく、機能複合化による新たな用途創出も期待できます。
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左図：評価に用いた素子構造。
右図：300 Kの異常ネルンスト
効果。高い熱起電力を示す。

Fe-Sn薄膜

異常ホール効果を用いる
ホール素子

磁気抵抗効果を用いる
3次元磁場センサ

異常ネルンスト効果を用いる熱電変換素子
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